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発行人　只 野 裕 一
発行：社会福祉法人相馬市社会福祉協議会　　相馬市小泉字高池３５７( 相馬市総合福祉センター内 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL  0244－36－5033　FAX  0244－36－3109

　3 月 4 日（火）に総合福祉センター　はまなす館に
おいて、令和 6 年度ふれあい会食会を開催しました。
　この会食会は、市内でお一人暮らしをされている高
齢者の方々をお招きし、楽しい一日を過ごしていただ
くことを目的に開催し、99 名の方が参加されました。
　只野裕一会長のあいさつ後、福島ヤクルト販売会社
の菅野みどり様より「おなかの健康教室」と題して講
話をいただきました。参加者の方は、体操やゲームを
交えての楽しい講話に熱心に耳を傾けていました。
　続いて村井流竜美弥会と八幡公民館　安来節教室に
よる演舞、相馬保育園児によるお遊戯が披露され、手拍
子をしながら温かい眼差しで見入っておられました。

※当日、朝早くからお手伝いいただいた相馬市民生児童委員協議会の皆様、ありがとうございました。

　阿部勝弘副市長と高玉良一市議会議長よりあいさつをいた
だいた後、お弁当と民生委員さん方に調理していただいた「お
吸い物」をいただきました。
　相馬市婦人会の方々から折鶴、ペットボトルキャップを簡
単に開けることができるマットの贈り物が配られました。
　参加者の方からは「久しぶりにお友達とお話することがで
き楽しかった」「保育園児のお遊戯が可愛くて感動しました」
などの声をいただくことができました。

ふれあい会食会開催しました！ふれあい会食会開催しました！ふれあい会食会開催しました！ふれあい会食会開催しました！
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１
．
法
人
運
営
部
門

　
適
切
な
法
人
運
営
や
事
業
経
営
、
総
合

的
な
企
画
（
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
新

た
な
戦
略
）
や
各
部
門
間
の
調
整
等
を
行

う
社
協
事
業
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

　
⑴
法
人
運
営

　
⑵
財
務
運
営
・
管
理

　
⑶
事
務
局
組
織
体
制
の
整
備
・
拡
充

　
⑷
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

　
　《
市
指
定
管
理
事
業
》

２
．
地
域
福
祉
活
動
推
進
部
門
　

　
地
域
住
民
や
多
様
な
組
織
・
関
係
者
の

連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
生
活
課
題
の
解

決
や
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
の

支
援
、
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
た
地
域
住
民
の
主
体
形
成
、
地
域

の
組
織
・
関
係
者
の
協
働
を
促
進
す
る
、

地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的
な
役
割

　
⑴
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
立
案
準
備

　
⑵
多
職
種
連
携
、
多
機
関
協
働
等

　
⑶
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
《
市
受
託

　
　
事
業
》

　
⑷
認
知
症
総
合
支
援
事
業
《
市
受
託
事

　
　
業
》

　
⑸
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催

　
　
事
業
《
市
受
託
事
業
》

　
⑹
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
《
市

　
　
受
託
事
業
》

　
⑺
ふ
れ
あ
い
電
話
訪
問
事
業
《
共
同
募

　
　
金
配
分
事
業
》

　
⑻
ふ
れ
あ
い
会
食
会
事
業
《
市
補
助
事

　
　
業
・
共
同
募
金
配
分
事
業
》

　
⑼
社
協
感
謝
の
つ
ど
い
「
は
ま
な
す
館

　
　
ま
つ
り
」
の
開
催
《
市
補
助
事
業
・

　
　
共
同
募
金
配
分
事
業
》

　
⑽
福
祉
バ
ス
運
行
事
業
《
共
同
募
金
配

　
　
分
事
業
》

　
⑾
第
79
回
福
島
県
社
会
福
祉
大
会
の
参

　
　
加
（
会
津
若
松
市
「
會
津
風
雅
堂
」・

　
　
10
月
23
日
）

　
⑿
福
祉
団
体
・
住
民
団
体
に
対
す
る
各

　
　
種
支
援
等

　
⒀
共
同
募
金
委
員
会
活
動
の
推
進

　
⒁
日
本
赤
十
字
社
活
動
の
推
進

　
⒂
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
の

　
　
推
進

　
⒃
地
域
づ
く
り
応
援
事
業
助
成
金
の
配

　
　
分
《
市
補
助
事
業
・
共
同
募
金
配
分

　
　
事
業
》

　
⒄
制
服
バ
ン
ク
事
業

　
⒅
地
域
食
堂
実
施
の
た
め
の
体
制
づ
く

　
　
り
事
業

　
⒆
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
現
状
把
握
事
業

３
．
相
談
支
援
・
権
利
擁
護
部
門

　「
断
ら
な
い
」
相
談
を
念
頭
に
、
地
域

住
民
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
生
活
課
題
を
受
け

止
め
、
相
談
者
自
身
に
よ
る
問
題
解
決
を

継
続
的
に
支
援
す
る
。
権
利
擁
護
支
援
、

地
域
の
多
機
関
協
働
を
推
進
す
る
た
め
多

様
な
社
会
資
源
の
情
報
提
供
・
連
絡
調
整

等　
⑴
社
協
と
し
て
の
総
合
相
談
機
能
の
強

基

本

方

針

実

施

事

業

　
地
域
社
会
は
少
子
高
齢
、
人
口
減
少
を

背
景
に
、
地
域
の
過
疎
化
、
人
と
人
と
の

関
係
性
や
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
表
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

ら
の
課
題
が
複
雑
化
・
複
合
化
し
、
従
来

の
社
会
保
障
の
枠
組
み
で
は
対
応
が
難
し

い
制
度
の
狭
間
に
あ
る
、
ニ
ー
ズ
に
積
極

的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
単
身
高
齢
者
が
増
加
し
、
家
族
に
よ
る

支
援
の
弱
体
化
が
進
む
中
、
社
会
的
に
孤

立
す
る
人
や
生
活
に
困
窮
す
る
人
が
顕
在

化
し
て
お
り
、
今
後
、
社
協
は
こ
う
し
た

人
び
と
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
、
質
の

高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る
よ

う
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
か
つ
効
率

的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
４
年
に
「
新
・
社
協
基
本
要
項
」

が
策
定
さ
れ
た
後
、
社
会
保
障
、
社
会
福

祉
の
諸
制
度
改
革
が
行
わ
れ
地
域
福
祉
の

政
策
化
・
施
策
化
の
進
展
に
よ
り
社
協
が

事
業
計
画
と
予
算
の
あ
ら
ま
し

令
和
７
年
度

果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
広
が
り
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
令
和
２
年
３
月
か
ら
約
２
年

半
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
を
通
じ

て
、
社
協
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を

発
揮
す
る
と
同
時
に
、
地
域
生
活
課
題
に

直
面
し
、
住
民
や
地
域
の
関
係
者
と
の
連

携
・
協
働
が
新
た
な
活
動
や
事
業
を
生
み

出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
全
社
協

が
社
協
活
動
の
指
針
と
な
る
基
本
要
項
を

33
年
ぶ
り
に
改
定
し
、
社
協
の
使
命
が
明

記
さ
れ
ま
す
。
住
民
主
体
の
協
議
体
・
運

動
体
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
た

め
に
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

活
動
理
念
に
掲
げ
、
相
馬
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
愛
称
：
は
ま
な
す
館
）
を
活
動

の
拠
点
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
も
と

よ
り
、
福
祉
施
設
や
各
関
係
機
関
団
体
等

と
連
携
・
協
力
し
、
地
域
福
祉
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
深
化
充
実
事
業
と
し
て
次

の
実
施
項
目
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
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化

　
⑵
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
《
市

　
　
受
託
事
業
》

　
⑶
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
（
生
活
サ

　
　
ポ
ー
ト
相
談
セ
ン
タ
ー
）
事
業
《
市

　
　
受
託
事
業
》

　
⑷
障
が
い
者
総
合
支
援
事
業
《
市
受
託

　
　
事
業
》

　
⑸
無
料
法
律
相
談
（
ふ
れ
あ
い
総
合
相

　
　
談
所
）
の
実
施
《
市
補
助
事
業
・
共

　
　
同
募
金
配
分
事
業
》

　
⑹
日
常
生
活
自
立
支
援
（
愛
称
：
あ
ん

　
　
し
ん
サ
ポ
ー
ト
）
事
業
《
県
社
協
補

　
　
助
事
業
》

　
⑺
権
利
擁
護
・
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
協
力
員

　
　
養
成
講
座
事
業
《
市
補
助
事
業
・
共

　
　
同
募
金
配
分
事
業
》

　
⑻
成
年
後
見
制
度
へ
の
取
り
組
み
推
進

　
⑼
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

　
⑽
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
《
県
社
協

　
　
受
託
事
業
》　

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
か
ら
の
委

託
・
補
助
で
行
う
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。

　
⑴
居
宅
介
護
支
援
（
相
馬
市
在
宅
介
護

　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
）
事
業

　
⑵
通
所
（
第
１
号
通
所
）
介
護
（
デ
イ

　
　
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
事
業

　
⑶
第
三
者
委
員
（
苦
情
解
決
取
扱
）
活

　
　
動
の
推
進

　
⑷
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業《
市
補
助
事
業
》

　
⑸
車
椅
子
同
乗
軽
自
動
車
貸
出
事
業

　
　《
市
補
助
事
業
・
共
同
募
金
配
分
事

　
　
業
》

支　出
352,172,000円

収　入
352,172,000円

令和７年度の予算状況

　

会費収入　5,305,000円（1.5％）

分担金収入
　2,620,000円（0.6％）

寄付金収入
　2,000,000円（0.6％）

経常経費補助金収入
　26,287,000円
　　　　　（7.5％）

受託金収入
　109,560,000円
　　　　（31.1％）

貸付事業収入
　416,000円
　　　（0.1％）
事業収入
8,190,000円
　　　（2.3％）

介護保険収入
　111,901,000円
　　　　　　（31.8％）

障害福祉サービス等事業収入
　　4,007,000円（1.1％）

受取利息配当金収入　4,000円（0.1％）

　  その他の収入
　　　6,001,000円
　　　　　　（1.7％）

サービス区分間繰入金収入
　　　39,304,000円
　　　　　　（11.2％）

前期末支払資金残高
　36,577,000円
　　　　（10.4％）

人件費
　183,243,000円
　　　　　（52.0％）

　　　事業費
47,221,000円
　　   （13.5％）

事務費
   43,627,000円
　  （12.4％）

貸付事業　753,000円（0.2％）

共同募金配分事業費　2.285,000円（0.6％）

助成金支出
   1,030,000円
　（0.3％）

サービス区分間繰入金支出
　　　52,509,000円（14.9％）

その他の支出
　13,728,000円
　　　　（3.9％）

予備費支出　7,776,000円（2.2％）

４
． 

介
護
保
険
・

　
　
　

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
部
門

▲福祉体験

▲骨太けんこう体操
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そうまのそうまの ご紹介‼ご紹介‼お宝

生活支援コーディネーターがみつけた ! №４５

　相馬のお宝ご紹介では、地域にある様々な支え合い活動を地域のみなさんに紹介していきます。
　今回は相馬市更生保護女性会（※１）の活動になります。
　“みんなの食堂～おてらごはん”に参加している子供たちと一緒に福島市更生保護女性会が作成した
『カルタ』を楽しみました。

更生保護女性会とは、地域社会の犯罪や非行の未然防止の為の活動や子育て支援をするほか、社会を
明るくする啓発活動や挨拶運動、更生保護施設への支援を行う全国組織のボランティア団体です。略
して「更女」と呼ばれています。

※１　

「ありがとう感謝の心大事です」「そっと出すその手と心の思いやり」など、カルタの文面も心

が和むものばかり！！カルタをする機会がほとんどない子供たちにとって、貴重な経験になった

こと間違いなしです！

　こうした活動が、地域の子ども達や若い世代の方に団体を知ってもらうきっかけとなり、顔の

見える関係づくりにつながっていきますね。

　みなさんの地区にある素敵な活動、集いの場の情報をお知らせください。取材に伺いますので

ご連絡お待ちしております。　☎３６－５０３３　羽根田まで

　２月２１日（金）に一般社団法人日本カーシェアリ

ング協会　代表理事の吉澤武彦様にお話していただき

ました。

　東日本大震災をきっかけに始まった「コミュニティ・

カーシェアリング」の取り組みですが、乗り合いで買

い物に行ったり、地域の方同士で外出したりと柔軟な

活用ができるそうです。この取り組みは全国に広がり、

現在２８地域で約１,３００ 名の方々が活動されています。

　住み慣れた地域で安心して暮らすためには、買い物

や通院などに伴う外出が欠かせませんが、移動や外出

に不安を抱える方が多いのが現状です。今回の研修を

きっかけにして地域の方々が話し合い、支え合う地域

づくりにつながっていくよう、今後も一緒に考え進め

ていきたいと思います。

「支え合う仕組みを地域につくる
～コミュニティ・カーシェアリング～」研修会を開催しました！
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●期　　間　５月１７日～7 月５日

                                 　土曜日【全８回】

●時　　間　１３時３０分～１５時

●場　　所　市総合福祉センターはまなす館）

●受 講 料　無料

●申込期限　５月９日　金曜日

●申込み・問い合わせ先

　　　　　　相馬市社会福祉協議会

※申込み方法

　①ホームページにアクセス

　②手話講習会申込フォームに名前、住所、

　　電話番号を記載の上、申込み

　　又は、下記電話番号へご連絡ください。

　　　相馬市社会福祉協議会

　　　ＴＥＬ　３７－８６６８

　　　　　　　ホームページ→

　２月１９日 ( 水 )、総合福祉センターにおいて、令和６年度権利擁護・ほっとネット協力員養成講座

を開催しました。

　本講座は、認知症高齢者や知的障がい者などの判断能力が不十分な方が、いつまでも地域で安心して

暮らせるように、福祉サービス利用援助や日常的金銭管理サービス等の援助を行う「日常生活自立支援

事業 ( あんしんサポート事業 ) で活動する生活支援員の養成を目的とするものです。

　当日は、福島県社協職員による事業の概要説明や市社協担当者による現況説明、実際に活動されてい

る生活支援員からの活動報告がありました。

　参加者からは、「分かりやすい説明で内容を理解することができた」「学んだことを今後生かしていき

たい」といった声があり、この講座の目的を理解していただけた素敵な講座となりました。

令和６年度
権利擁護・ほっとネット協力員養成講座を開催しました !!

　市は、手や指で会話や手話歌を楽しく学ぶ

市民手話講習会を開催します。市民の方なら

どなたでも受講できます。みなさんの参加を

お待ちしています。

市民手話講習会開催《はまなす館》をご利用ください！
【会議室利用料】

区　　分
使用時間及び利用料

午前９時から 
正午まで

午後１時から
午後５時まで

午前９時から
午後５時まで

午後６時から
午後９時まで

午前９時から
午後９時まで

多 目 的 ホ ー ル ９，５３０円 １２，７００円 ２５，４１０円 ９，５３０円 ３８，１２０円

第 １ 会 議 室 １，０５０円 １，３９０円 ２，７８０円 １，０５０円 ４，２００円

第 ２ 会 議 室 １，０５０円 １，３９０円 ２，７８０円 １，０５０円 ４，２００円

第 ３ 会 議 室 １，６７０円 ２，２３０円 ４，４５０円 １，６７０円 ６，６６０円

会議室・
ボランティア

１，０５０円 １，３９０円 ２，７８０円 １，０５０円 ４，２００円

教 養 娯 楽 室 ２，２７０円 ３，０３０円 ６，０５０円 ２，２７０円 ９，０８０円

実 習 室 １，２３０円 １，６４０円 ３，２８０円 １，２３０円 ４，９２０円

※冷暖房使用時は、利用料の２割の額を加算します。
※キャンセル料は、申請日より利用料の 20％かかります。
　また、利用日から５日以内は全額となります。

区　分 入浴料
大　人 ３１０円
小　人 ２１０円

※小人とは、０歳から
　小学６年生までの方。
※障害手帳保持者は、事務
所に手帳を提示すると入浴
料が無料となります。

皆様のお越しをお待ちしております。

はまなすの湯に入って温まりませんか？

営業時間　午前10時～午後９時
（毎週金曜日は午後１時からの営業となります。）

詳しくはお問い合わせください。

問合せ　施設管理係

　　　　TEL　３６－１９０５
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赤い羽根共同募金運動は、10 月から３月までの期間、活動してまいりましたが、皆さまのご理解とご

協力により、無事終了することができました。 

今年度もたくさんのご協力ありがとうございました。この場を借りて厚く感謝申し上げます。 

市民の皆様には共同募金の趣旨をご理解いただき、今後とも共同募金運動への変わらぬご理解とご協力

をお願い申し上げ、ここにご報告いたします。 

 

令和６年度共同募金運動結果報告 

戸別募金 

単位：円 

大口(法人)募金 -順不同・敬称略- 単位：円

職域募金 -順不同・敬称略- 単位：円

実 績 額： ４，９３０，７４４ 円 

単位：円 学校募金 

その他の募金 

単位：円 

学　校　数 金　　額
9  校 243,814

令和 6 年度歳末たすけあい募金 

運動結果報告(追加) 

追加件数 単位：円 

実績額：3,765,119 円 

“社協だより２月号”にてご報告いたし

ましたが、その後に追加で募金がありま

したので、再度お知らせいたします。 

事  業  所  名 金　額 事  業  所  名 金　額 事  業  所  名 金　額
㈱只野商事 10,000 ㈱高良 10,000 山内工業㈱ 10,000
㈱文泉社 10,000 ㈱シイヤメッキ 10,000 ㈱相双教育用品 10,000
花塚熱学工業㈲ 10,000 ㈱アリーナ 10,000 ㈱鉾建仏光堂 10,000
㈱まつもと 10,000 特定非営利活動法人 相馬共同火力発電㈱ 10,000
早川電気工業㈱ 10,000 ふれあいサポートアトリエ 旭電設工業㈱ 10,000
証覚院 10,000 長命寺 10,000 光洋電設㈱ 10,000
㈲協大 10,000 ㈱スター精機 10,000 庄司建設工業㈱相馬営業所 10,000
コスモ精機㈱相馬事業所 10,000 ㈲阿部ライナー 10,000 ㈱福装21 10,000
㈱ADEKA相馬工場 10,000 ㈲セイワ 10,000 医療法人光友会
令和環境㈱ 10,000 医療法人相友会 ひかりクリニック
㈱東北三之橋相馬工場 10,000 さいとう皮ふ科医院 中村印刷㈱ 10,000
伊東建設工業㈱ 10,000 浜通りふれあい診療所 10,000 フジモールド工業㈱ 10,000
相馬妙見 歓喜寺 10,000 宗教法人 慶徳寺 10,000 医療法人社団茶畑会
㈲尾形自動車 10,000 社会福祉法人 報徳会 10,000 相馬中央病院
㈱セイユー建設 10,000 ㈱北斗電気設備工事 10,000 旅館 かんのや 20,000
㈲木下タイヤ商会 10,000 あぶくま信用金庫相馬支店 10,000 ㈱小野中村 10,000
㈱コハタ 10,000 ㈱阿久津材木店 10,000 特殊メタル㈱ 10,000
㈱IHIキャスティング 10,000 石油資源開発㈱相馬事業所 10,000 合 　計 500,000

10,000

10,000

10,000
10,000

事  業  所  名 金　額 事  業  所  名 金　額 事  業  所  名 金　額
山上郵便局 1,000 ふきのとう苑 10,000 小名浜税関支署 1,000
松川港郵便局 1,000 相談支援事業所陽だまり 5,000 花塚熱学工業(有) 5,000
八幡郵便局 1,000 自立支援・リハビリ重視型 ㈱高良相馬営業所 2,000
大野幼稚園 1,500 デイサービスさんぽ ㈱まつもと 5,000
さくらがおか保育園 10,000 ベテランズサークル 5,000 旭電設工業(株) 10,000
みなと保育園 15,500 のびっこらんど相馬 2,000 石油資源開発㈱ 24,660
飯豊幼稚園 1,000 リハプライド相馬 4,000 ㈱只野商事 1,000
社会福祉法人報徳会 11,500 のびっこらんどキララ 2,000 ㈱文泉社 2,000
日立木小学校 7,000 相双に新しい精神科医療保健 フジモールド工業(株) 21,500
八幡小学校 8,000 福祉システムをつくる会 相馬共同火力発電㈱ 30,500
桜丘小学校 11,500 さいとう皮ふ科医院 3,500 ㈲セイワ 2,000
中村第二中学校 4,000 そうま土地改良区 4,000 相馬広域水道企業団 13,500
磯部中学校 4,500 水産資源研究所 2,500 公立相馬総合病院職員互助会 105,000
中村第一中学校 9,000 相馬中央病院 6,500 方部衛生組合 4,500
向陽中学校 14,000 相馬警察署 3,000 相馬市役所 135,000
相馬総合高等学校 2,000 相馬消防署 5,000 相馬市社会福祉協議会 18,500
相馬福祉会フレンドリィユニッツ 41,000 ハローワーク相馬 5,000
森の都 5,000 ㈱ADEKA相馬工場 10,000 合 計 603,160

5,000

1,000

地 区 名 金  額
西部地区 927,140
中部地区 549,600
東部地区 276,000
大野地区 669,500
飯豊地区 337,500
八幡地区 243,000
山上地区 173,000
磯部地区 114,240
日立木地区 206,560
玉野地区 62,500

合 計 3,559,040

募 金 箱 設 置 場 所 金　　額
浜の駅松川浦 4,026
くぁせっと 1,553
道の駅そうま 2,678
福祉センター 16,473

合 計 24,730 募 金 の 種 類 金　　額
その他の募金(１件) 109,859
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♪ ♪ 

「広報そうま」をボランティアの方々のご協力により CD・カセットテープに収録し、 

希望する方に配付しています！まずはお気軽にお問い合わせください！ 

[対象者]  ：視覚に障がいがある方、視力の衰えを感じてきた方。 

[広報誌]  ：広報そうま（1 日号・１５日号） 

[利用料]  ：無料 

[収録媒体]：CD・カセットテープ 

問い合わせ：地域福祉係 36-5033 

　日本赤十字社では、赤十字が誕生した５月を中心

に「赤十字社員増強運動月間」として、赤十字運動

に参加し支えていただく社員の募集と赤十字事業に

必要な活動資金へのご協力を広く呼び掛けていま

す。

　この資金をもとに、国内外で地震・台風などの自

然災害、戦争や紛争で苦しむ人々に救援の手を差し

伸べています。

　皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

５月は赤十字社員
　　　　増強運動月間です !!

社員とは？

　赤十字活動に賛同し、毎年５００円以上の社費（会

費）を納めてくださる方々を、一般で言う「会員」

と同様に、「社員」と呼んでいます。

赤十字の主な事業

　・災害救護事業（災害救援物資等・災害弔慰金の贈呈）

　・救急法等の普及

　・赤十字奉仕団の育成

　・青少年赤十字（JRC）の育成

　・地域福祉活動の推進

　・血液事業への参加

　・国際救護活動への参加

 
 

相馬市老人クラブ連合会

会員募集中会員募集中

一緒に活動

　　　しませんか？

　各老人クラブでは、仲間づくりを通し

て、生きがいづくりと健康づくりや生活

を豊かにする楽しい活動などを地域の方

たちと共同し、地域を豊かにする社会活

動に取組んでいただいています。

　市内各地区の老人クラブでは、年間を

通して会員を募集しています。いつまで

も健康で明るく過ごすために老人クラブ

に入りませんか？

　●問い合わせ

　　　地域福祉係　☎３６―５０３３
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　☆日　　時

　☆場　　所

　☆参加時のお知らせ

◎体験教室のお知らせ
４月２１日（月）、５月１９日（月）、６月１６日（月）午後２時～午後３時

総合福祉センターはまなす館

　・動きやすい服装、汗拭きタオル、水分補給用の飲み物は各自準備してください。

　・来館する際は入り口で消毒してください。

　・体調が悪い時は参加を控えてください。

　※新型コロナウイルスの状況によって予定を変更する場合があります。　　（問い合わせ　地域福祉係　☎３６－５０３３）

  

     

  

 

 

 

相馬市社会福祉協議会の専門職による、悩み事の相談　

情報交換　孤立予防　介護負担感の軽減　ほっとひと息　集いの場

けんこうマージャンカフェ

５月１２日・６月　９日 １０：００～

４月２４日・５月２２日 １４：００～

４月２５日・５月２３日 １３：３０～

「出張オレンジカフェ玉野公民館」

「出張オレンジカフェ磯部公民館」

「出張オレンジカフェ東部公民館」

４月から、はまなすカフェは第２・３水曜日開催になります。

開催予定日（日時変更の場合があります）参加費無料　出入り自由

４月１６日　５月１４日・２１日　６月１１日　１４：００～

４月１５日・２２日　　　５月１３日・２０日・２７日

６月３日・１０日・１７日（火）１３：００～

４月から、毎週火曜日開催
　　　　（※祝祭日年末年始はお休みです）

無料法律相談の案内
　遺言・相続などの多様なニー

ズに弁護士が無料で相談に応じ

ます。

（相談時間：お一人当たり３０分）

◇日　時　令和７年５月９日㈮

　　　　　　　　　　　１３：３０～１６：００

※予約は、４月２５日㈮　

　 　８：３０から受け付けます。

●予約・問合せ　
　　　　ＴＥＬ   ３６－５０３３

　民間社会福祉活動の充実のために役立ててください。…と、

次の方々から心温まる“まごころ”が寄せられました。

　この寄付金は、本会が行う住民主体の福祉活動の貴重な財

源として、有効に活用させていただきます。

まごころありがとう【R7.2.1 ～ 3.31】

【福祉活動に…】
・JA ふくしま未来女性部そうま地区本部 様

　　　　　　　　食料品、衣類等

・ 平野直哉様   食料品 137 点

・ 佐原幸江様　日用品

・根本洋子様　装飾品

【社協活動資金に…】
・相　馬　祐　介 様（新潟県）

▲ JA ふくしま未来女性部そうま地区本部のみなさん
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◎ねたきり高齢者・一人暮らし高齢者等の推移 令和７年１月１日現在

ねたきり高齢者 1 人（男  0 人、女 1 人）
認 知 症 高 齢 者  1 人（男  0 人、女 1 人）
一人暮らし高齢者世帯 18 軒（男  2 人、女 16 人）
高 齢 者 世 帯 6 軒

平成17 年
（2005 年）

平成22 年
（2010 年）

平成27 年
（2015 年）

平成30年
（2018 年）

令和元年
（2019 年）

令和2年
（2020 年）

令和3年
（2021 年）

令和４年
（2022 年）

令和５年
（2023 年）

令和６年
（2024 年）

市の人口 39,120 人 38,085 人 35,939 人 35,322 人 34,708 人 34,274 人 33,831 人 33,355 人 32,842 人 32,261 人

老人人口 9,163 人 9,577 人 10,242 人 10,612 人 10,691 人 10,760 人 10,798 人 10,795 人 10,775 人 10,775 人

男
女
別

男 3,776人 3,912 人 4,388 人 4,581 人 4,603 人 4,652 人 4,696 人 4,699 人 4,700 人 4,720 人

女 5,387人 5,665 人 5,854 人 6,031 人 6,088 人 6,108 人 6,102 人 6,096 人 6,075 人 6,055 人

高齢化率 23.42% 25.14% 28.50% 30.04% 30.80% 31.39% 31.92％ 32.36% 32.81% 33.40%

◎相馬市の人口高齢化の推移 令和７年１月１日現在

※人口推移の昭和 50 年から平成 2 年までは国勢調査による。平成 7 年以降は住民基本台帳に基づき、掲載いたしました。
※平成 17 年までの高齢化の推移は、4 月 1 日現在の人口を基に掲載しておりますが、平成 22 年以降は 12 月 31 日現在の人口を基に掲載し
　ております。

※民生委員の実態調査により掲載。一人暮らし高齢者世帯の調査は昭和 54 年から実施、認知症高齢者及び高齢者世帯の調査は平成 2 年から
　実施しました。
　平成 23 年度は、東日本大震災の影響により実施できませんでした。

平成17年
（2005年）

平成２２年
（2010 年）

平成27 年
（2015 年）

平成30年
（2018 年）

令和元年
（2019 年）

令和2年
（2020 年）

令和3年
（2021 年）

令和４年
（2022 年）

令和５年
（2023 年）

令和６年
（2024 年）

ねたきり
高 齢 者 107 人 62 人 76 人 40 人 36 人 31 人 26 人 22 人 16 人 15 人

認 知 症
高 齢 者 36 人 77 人 53 人 29 人 27 人 55 人 38 人 26 人 32 人 28 人

一人暮らし
高 齢 者 669 人 761 人 796 人 858 人 847 人 874 人 903 人 859 人 850 人 861 人

高 齢 者
世 帯 618 軒 589 軒 575 軒 567 軒 574 軒 608 軒 593 軒 590 軒 585 軒 581 軒

ねたきり高齢者 1 人（男 0 人、女  1 人）
認 知 症 高 齢 者  1 人（男 0 人、女  1 人）
一人暮らし高齢者世帯 27 軒（男 10 人、女 17 人）
高 齢 者 世 帯 20 軒

ねたきり高齢者 1 人（男 1 人、女  0 人）
認 知 症 高 齢 者  0 人（男 0 人、女  0 人）
一人暮らし高齢者世帯 50 軒（男 18 人、女 32 人）
高 齢 者 世 帯 38 軒

ねたきり高齢者 5 人（男  1人、女   4人）
認 知 症 高 齢 者 10 人（男  4人、女   6人）
一人暮らし高齢者世帯 95 軒（男 33 人、女 62 人）
高 齢 者 世 帯 97 軒

ねたきり高齢者 2 人（男 1 人、女  1 人）
認 知 症 高 齢 者  2 人（男 1 人、女  1 人）
一人暮らし高齢者世帯 158 軒（男 56 人、女 102 人）
高 齢 者 世 帯 83 軒

ねたきり高齢者 ４人（男 2 人、女  ２人）
認 知 症 高 齢 者 10 人（男 3人、女 　7人）
一人暮らし高齢者世帯 140 軒（男 51 人、女 89 人）
高 齢 者 世 帯 121 軒

ねたきり高齢者 1 人（男 0 人、女   1 人）
認 知 症 高 齢 者 2 人（男 2 人、女  0 人）
一人暮らし高齢者世帯 301 軒（男 79 人、女 222 人）
高 齢 者 世 帯 154 軒

ねたきり高齢者 0 人（男 0 人、女  0 人）
認 知 症 高 齢 者  1 人（男 1 人、女  0 人）
一人暮らし高齢者世帯 45 軒（男 17 人、女 28 人）
高 齢 者 世 帯 31 軒

各地区の 実 態 調 査 等について 令和７年１月１日現在

山　上
玉　野

飯　豊

磯　部日立木
八　幡

大　野 東　部

西　部

ねたきり高齢者 0 人（男 0 人、女  0 人）
認 知 症 高 齢 者  1 人（男 0 人、女  1 人）
一人暮らし高齢者世帯 27 軒（男 14 人、女 13 人）
高 齢 者 世 帯 31 軒
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◇活動時間　午前９時～午後１２時
◇内　　容　・お茶出し等
　　　　　　・利用者様との話し相手
　

デイサービス
ボランティア
募　集

　本会 デイサービスセンターでは、清拭に使う

古布が不足しています。

　不要な古布をお持ちの方は、ご寄付していただ

けると助かります。シーツ・タオルなどの綿製品

等使用済の物で結構です。皆様のご協力をお願い

いたします。

　　●問合せ　相馬市デイサービスセンター

　　　　　　　ＴＥＬ  ３６－１９１５　

　

清拭布のご寄付をお願いします

●問合せ　
　　   相馬市デイサービスセンター
　　　ＴＥＬ  ３６－１９１５


